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水道用水の実績 想定値（家庭用水 平均有収水量 平均 最大取水量）（フルプランエリア指定水系分）

定期点検とりまとめ（案）（参考データ） 
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（注）実績値、想定値ともに長野県、岐阜県は上水道、簡易水道、愛知県は上水道、簡易水道、専用水道、三重県は上水道を合計したもの 
（注）一日家庭用水有収水量、一日平均有収水量、一日平均取水量については、実績値、想定値とも各年度の一日最大取水量の総量と 
   指定水系分の比率により推計 
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百万円
フルプランエリアにおける工業用水の実績・想定値（工業出荷額３業種別） 

定期点検とりまとめ（案）（参考データ） 
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（注）基礎資材、加工組立、生活関連の３業種の数値は需要実績調査の３業種の割合から推計したもの 
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フルプランエリアにおける工業用水の実績・想定値 
（工業用水使用水量 補給水量（淡水） 補給水量のうち工業用水道 回収率） 回収率水量関係

定期点検とりまとめ（案）（参考データ） 
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（注）実績値、想定値ともに長野県、三重県は30人以上事業所ベース、岐阜県は全事業所ベース、 
   愛知県は4人以上事業所ベースの数値 4 



工業用水の実績・想定値（補給水量（工業用水道依存分） 最大取水量）

定期点検とりまとめ（案）（参考データ） 
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（注）想定値は長野県、三重県は30人以上事業所ベース、岐阜県は全事業ベース、愛知県は4人以上事業所ベースの数値 
         工業用水補給水量（工業用水道依存分）については、実績値、想定値ともに各年度の一日最大取水量の総量と指定水系分の比率により推計 
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■木曽川水系における年降水量は、近年は少雨の年が多く減少傾向であり、年による変動幅が増大

定期点検とりまとめ（案）（参考データ） 

木曽川水系 おける年降水量は、近年は少雨 年 多く減少傾向 あり、年 よる変動幅 増大
■計画当時は昭和１７年～昭和４２年の流況を基に供給が可能と見込まれる水量を設定 
■平成１６年の全部変更においては、近年の２０年（昭和５４年～平成１０年）に２番目の渇水年の流況を基に安定供

給能力を設定 
■定期点検においては、データが整理可能な平成１１年～平成１７年の７年間の流況を延伸定期点検 お 、デ タ 整 可能な平成 年 平成 年 年間 流況を延伸

延伸期間 
（H11～H17の7年間)

FP検討対象期間 
（S54～H10の20年間)

定期点検検討対象期間 
（S54～H17の27年間) 木曽川水系のダム計画に 

用いられたデータ期間 
（S17～S42) 

（H11 H17の7年間)（S54 H10の20年間)

S62 

S59 H17 
主な渇水年 

H6 
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定期点検においては、平成１１年～平成１７年の７年間の流況データを延伸し、現行フルプランの近年２０年を合わ

定期点検とりまとめ（案）（参考データ） 

定期点検 お は、平成 年 平成 年 年間 流況デ タを延伸し、現行 ル ラン 近年 年を合わ
せた２７年間を対象として供給能力を検証 

対象２７年間の評価においても、最大渇水は平成６年、２番目は昭和６２年であり、現計画と同評価 

延伸７年間最大の渇水である平成１７年は５番目の規模であるが、牧尾ダム、岩屋ダムの供給可能量では、２０年
に２番目の渇水年と同程度又はさらに厳しいと評価に２番目の渇水年と同程度又はさらに厳しいと評価

（注） 

１：現行フルプラン(H16)における「安定供給可能量（2/20）」及び「近年最大渇水時供給可能量（H6）」、定期点検における「27年間の評価(2/27：S62)」、「27年間の評価(1/27：H6)」及び「(参考)延伸期間の最大渇水時供給可能量(H17)」とは、 

  一定の前提条件の下でのシミュレーションをもとにした供給可能量である。 

２：現行フルプラン(H16)における「安定供給可能量（2/20）」とは、近年の20年に２番目の渇水年において、河川に対してダム等の水資源開発施設による補給を行うことにより、年間を通じて供給が可能となる水量のことである。 

３：現行フルプラン(H16)における「近年最大渇水時供給可能量（H6）」とは、近年最大の渇水であった平成６年において、河川に対してダム等の水資源開発施設による補給を行うことにより、年間を通じて供給が可能となる水量のことである。 

４：定期点検における「27年間の評価（2/27：S62)」とは、27年間に２番目の渇水年となる昭和62年において、河川に対してダム等の水資源開発施設による補給を行うことにより、年間を通じて供給が可能となる水量のことである。 

５：定期点検における「27年間の評価(1/27：H6)」とは、27年間に１番目の渇水年となる平成6年において、河川に対してダム等の水資源開発施設による補給を行うことにより、年間を通じて供給が可能となる水量のことである。

・シミｭレーションによる試算値 

５：定期点検における「27年間の評価(1/27：H6)」とは、27年間に１番目の渇水年となる平成6年において、河川に対してダム等の水資源開発施設による補給を行うことにより、年間を通じて供給が可能となる水量のことである。

６：定期点検における「(参考)延伸期間の最大渇水時供給可能量(5/27：H17）」とは、延伸7年間の最大渇水年において、河川に対してダム等の水資源開発施設による補給を行うことにより、年間を通じて供給が可能となる水量のことである。 

７：現行フルプラン(H16)における「安定供給可能量（2/20）」は、木曽川及び長良川について、これらの河川の2/20に相当する昭和62年度を想定して計算している。揖斐川の徳山ダムについては、愛知県分は木曽川等との全体の水利用の関係から 

  木曽川等と同様の昭和62年度を使用しており、2.84m3/sとなる。岐阜県分は、揖斐川の2/20に相当する昭和59年度をもとに、近年の降水量の変動等の地域の実情を踏まえ、1.40m3/sとなる。 

８：「その他事業」とは、岐阜県の大ヶ洞ダム、岩村ダム及び中野方ダムである。 

９：「その他」とは、ダム等の水資源開発施設、自流及び地下水以外により供給される水（湧水等）である。 

10：三重用水については、水資源機構による試算値である。 

11：四捨五入の関係で合計が合わない場合がある。 
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